















M u r o r a n  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y
国立大学法人室蘭工業大学における
次世代育成支援のための事業主行動計画
 平成 23 年 5 月 25 日学長伺定　　
１ ．趣旨
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（育児休業制度等）
①育児休業






（１）１ 週（日曜日から土曜日までの 7 日をいう。以下同じ。）のうち 5 日間において、１日につ
き 3 時間 55 分勤務すること。
（2）１ 週のうち 5 日間において、１ 日につき 4 時間 55 分勤務すること。
（3）１ 週のうち 5 日間において、１ 日につき 5 時間 45 分勤務すること。
（4）１ 週のうち 3 日間において、１ 日につき 7 時間 45 分勤務すること。
（5）１ 週のうち 3 日間において、2 日については １ 日につき 7 時間 45 分、１ 日については １ 日に
つき 3 時間 55 分勤務すること。
③育児時間
　職員は、当該職員がその小学校の始期に達するまでの子を養育するため、所定勤務時間の始



































M u r o r a n  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y
室蘭工業大学男女共同参画推進室規則
 平成 22 年 １0 月 5 日　　























第 5 条　前条第 １ 項の室員の任期は、2 年とし、再任を妨げない。
2 　前項の室員が欠員となった場合の補欠の室員の任期は、前任者の残任期間とする。
　 （室長）















１ 　この規則は、平成 22 年 １0 月 5 日から施行する。
　 （室員の任期の特例）
2 　この規則施行後、最初の室員の任期は、第 5 条第 １ 項の規定に関わらず、平成 24 年 3 月 3１ 日まで
とする。
　 （男女共同参画推進プロジェクトチーム設置要項の廃止）
3 　室蘭工業大学男女共同参画推進プロジェクトチーム設置要項（平成 22 年 2 月 2 日学長伺定）は、廃
止する。
　　　附　則（平成 25 年度室工大規則第 8 号）
　 （施行期日）
１ 　この規則は、平成 26 年 １ 月 9 日から施行する。
　 （室員の任期の特例）
2 　この規則施行後、第 4 条第 １ 項第 １ 号及び第 4 号の室員の最初の任期は、第 5 条第 １ 項の規定にか
かわらず、平成 26 年 3 月 3１ 日までとする。
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　平成 25 年 5 月現在の女性研究者（教員。以下同じ）比率は、4.2％であり、取組終了時の目標は以下の
通りとする。
（1）平成 27 年度末までには、女性研究者を 4 名純増し（平成 25 年度末に 1 名の女性研究者が定年退職
予定のため、新規採用者は 5 名）、女性研究者の在職比率を 6.3％とする。
（2）上記目標を達成するにあたり、平成 27 年度末までに定年退職者分で採用する研究者 21 名分の新規
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1―4 ◦メンバー
総括責任者　学長　佐藤　一彦（平成 25 年度〜26 年度）
　　　　　　　　　空閑　良壽（平成 27 年度）
当該取組における機関全体の実施責任者　男女共同参画推進室長　木幡　行宏
女性研究者支援ユニット　コーディネータ　貞許　礼子（平成 26 年 3 月〜）




































目標達成状況（平成 28 年 3 月 1 日現在）
（1）平成 25 年 5 月から現在までに、女性研究者を 7 名純増し、平成 27 年度末時点の女性研究者比率が
7.7％となった。目標 6.3％を達成できた。
（2）平成 27 年度末までに定年退職者分で採用する研究者 21 名分の新規採用者の内、4 名（自然科学系 3
名、自然科学系以外 1 名）の女性研究者を新規採用した他、公募の結果 1 名が教授に昇任した（比率
23.8％）。目標 23.8％を達成できた。
（3）（2）の 5 名中、自然科学系は 3 名であった。目標（半数を上回ること）を達成できた。
（4）定年退職以外の理由により離職する研究者を補充する場合については、25 名の採用者のうち、5 名
を女性研究者として採用した（比率 20.0％）。目標 23.8％にはあと 1 名であった。
　以下に国立大学協会から公表されているデータを示す。















男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
室蘭工業大学 86 86 186 8 4.1 1 0 3 0 3 0 76 1 62 5 12 0 29 2 0 0















男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
室蘭工業大学 83 86 179 10 5.3 1 0 3 0 3 0 71 3 62 5 9 0 30 2 0 0















男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
室蘭工業大学 79 83 181 15 7.7 1 0 3 0 3 0 72 4 59 7 7 0 36 4 0 0






















1.2 2.0 2.0 2.1 2.6 2.6 2.7 4.1 5.3 7.7
（一般社団法人　国立大学協会　国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第 10 回〜12 回追跡調査報告書より抜粋）
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